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対流圏から下部熱圏域の力学的結合 -2009年 1月成層圏突然昇温のGAIAデータ解
析-
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本研究の目的は、Ground-to-topside model of the Atmosphere and Ionosphere for Aeronomy (GAIA)モデル [Miyoshi et al.,
2011]の結果を用いて、2009年 1月に発生した成層圏突然昇温の前後に対流圏・成層圏・中間圏・熱圏下部の間に生じ
た力学的な相互作用を明らかにすることである。そのために、GAIA の下層大気部分に気象庁再解析データを入れた計算
を行った。さらに、2009年 1月の突然昇温前後に熱圏下部までの大気に生じる波動・循環の変化について変形オイラー
方程式を用いて解析を行った。
その結果、成層圏の昇温やその後の運動の変化に作用する力学的な効果は緯度によって異なることが分かった。これ

らは主に下部中間圏まで伝播した波数 2のプラネタリー波の緯度方向の構造の違い、子午面循環の違いなどに起因する
ものである。また、2009年 1月の突然昇温時には、北半球環状モードが中間圏から対流圏上部に向かって下方伝播して
いることが分かり、その伝播の構造も緯度ごとに異なることが明らかとなった。
北極振動は SSWと関連しているとされる。本研究で SSWは中間圏にて駆動されることが明らかになったことから、

北極振動も中間圏の影響を受けていることになる。北極振動と冬の寒さが関連していることから、中間圏の大気ダイナ
ミックスは寒い冬を作り出す原因をなしている可能性がある。
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